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令和３年 11月 17日 
総務省行政管理局公共サービス改革推進室 

 

民間競争入札実施事業 国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構 

「文書管理運用支援業務」の評価について（案） 

 

 競争の導入による公共サービスの改革に関する法律（平成 18年法律第 51号）第７条

第８項の規定に基づく標記事業の評価は以下のとおりである。 

 

記 

Ⅰ 事業の概要等 

事  項 内  容 

実施行政機関等 文部科学省／国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構 

（以下「JAXA」という） 

事業概要 文書管理運用支援業務 

【事業項目：分割契約】 

① JAXA文書管理運用支援業務 

② プロジェクト技術文書管理運用支援業務 

実施期間 令和２年 10 月１日～令和４年９月 30日（市場化テスト第２期） 

受託事業者 ① 日本レコードマネジメント株式会社 

② 株式会社日本パープル 

契約金額（税抜） ① 359,477,000円（単年度当たり：179,738,500円） 

②  41,516,224円（単年度当たり： 20,758,112円） 

入札の状況 ① １者応札（説明会参加＝２者／予定価内＝１者） 

② ２者応札（説明会参加＝２者／予定価内＝１者） 

事業の目的 本業務は、JAXA職員が作成または取得した文書（電子ファイルを含む）を

全社的に蓄積・管理し、有効に活用するために、 

① 文書管理システムを使った文書の登録・維持管理・廃棄 

② プロジェクト情報管理システムを使った文書の登録・維持管理等 

の業務を行うものである。 

選定の経緯 競争性に問題があったことから平成 26年基本方針において選定 

 

 

Ⅱ 評価 

１ 概要 

  市場化テストを継続することが適当である。競争性の確保という点において課題が

認められ、総合的に勘案した結果、改善が必要である。 

資料６ 
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２ 検討 

（１）評価方法について 

JAXA から提出された令和２年 10 月から令和３年９月までの間の実施状況について

の報告（別添）に基づき、サービスの質の確保、実施経費及びその前提としての競争

性等の観点から評価を行う。 

 

（２）対象公共サービスの実施内容に関する評価 

事 項 内  容 

確保さ

れるべ

き質の

確保状

況 

以下のとおり、適切に履行されている 

項  目 

JAXA文書管理運用支援業務 
プロジェクト技術文書管理運用

支援業務 

 

確保されるべき

水準 
評  価 

確保されるべき

水準 
評  価 

(1)業務に関す

る要求  

作業毎の内容

及び実施計画書

に沿って本業務

を適切に行う 

・毎月の業務

報告書と日々

の報告を四半

期に一度開催

される報告会

により確認 

・文書の登録

等は、利用者

の問合せ対応

も含め、随時

適切に実施 

・更に業務の

見直し改善提

案も実施 

・テレワーク

勤務体制でも

安定した稼働

を継続 

作業毎の内容

及び実施計画書

に沿って本業務

を適切に行う 

 

・毎月の業務

報告書と日々

の報告を四半

期に一度開催

される報告会

により確認 

・文書の登録

等は、利用者

の問合せ対応

も含め、随時

適切に実施 

・更に業務の

見直し改善提

案も実施 

・ほぼ電子化

を行い、テレ

ワーク勤務体

制でも安定し

た稼働を継続 

(2)-1文書の

登録業務 

文書の登録

は、職員からの

登録依頼から、

職員の記載不備

等の事情がない

・繁忙期と通

常期のサンプ

リング調査の

結果、要求通

りに登録を行
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場合に１週間で

完了すること 

ただし、以下

の場合は除く 

・繁忙期である

３月期から５

月期の依頼へ

の対応は１カ

月で登録を完

了 

・まとまった数

量による依頼

及び緊急の依

頼について

は、依頼職員

とその業務上

の必要性をふ

まえた登録完

了期限を調整

し、その期限

までに登録を

完了 

っていること

が確認 

・年間の状況

は、受付件数

と登録件数が

ほぼ一致して

いることか

ら、速やかに

登録が行われ

ていることを

確認 

 

以上のとお

り、確保され

るべき質を達

成 

(2)-2新規利

用部署の獲得 

  ○新規開設目標 

・令和２年度：

１部署 

・令和３年度上

期：１部署 

結果 

・令和２年

度：０部署 

・令和３年度

上期：１部署 

 

(3)アンケート

結果 

満足度調査の

結果、上位２段

階で６割以上を

達成すること 

また、アンケ

ートの回収率

は、JASMINE利

用部署職員のう

ち、８割以上と

する 

アンケート

結果のとおり

想定以上の満

足度を得てい

る 

満足度調査の

結果、上位２段

階で６割以上を

達成すること 

また、アンケー

トの回収率は、

PIMS利用部署

職員のうち、８

割以上とする 

 

アンケート

結果のとおり

想定以上の満

足度を得てい

る 
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民間事

業者か

らの改

善提案 

【JAXA 文書管理運用支援業務】

JAXAにおいて令和 2年 9月に制定された「押印／署名ガイドライン」を受け、契約

提出文書の受領印廃止について JAXA 内の方針を確認し、文書受付記録を JASMINEで管

理できるよう書誌項目「日付」に受領日を入力する運用方法の提案を受けた。これを採

用したことにより、テレワークにおいても受付処理手続きが可能となったことで業務改

善が図られた。 

【プロジェクト技術文書管理運用支援業務】

民間事業者からの提案により、日々の登録残の推移一覧表を活用することにより、毎

営業日の受領と登録の推移及び過去営業日分も含めた日ごとの残数の推移の把握が日々

できることにより、業務確認が速やかにできるようになった。 

なお、（２）－２新規利用部署の獲得については、設定された質が一部確保されてい

ないが、対策を継続している状況である。 

※新規開設目標数：令和 2年度下期１部署、令和３年度上期１部署

 結果：    ０部署、  １部署 

・令和２年度は、テレワーク部署が多く、アピール不足で新規部署の獲得ならず

・令和３年度は、事前の準備・研修等も含め、スムーズに新規部署を獲得した

・現在、検討中の部署があり、アピールを継続中

（３）実施経費（税抜）

実施経費は、従来経費と比較して 4.05％（約８百万円）削減している。また、従来事

業から第２期業務に含まれない「システムの開発、初期運用支援作業等」を削除し、市

場化テスト第２期から追加した「成果報告書等過去分の電子化作業等の増加等」を控除

し再比較した結果、下記のとおり、1.55%（約３百万円）の削減となり、一定の効果があ

ったものと評価できる。 

従来経費 208,980,000円 (139,320,000円÷８ヶ月×12ヶ月) 

実施経費 200,496,612円 (400,993,224円÷24ヶ月×12ヶ月) 

増減額 8,483,388円減額 

増減率 4.05％減 
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【検討】※経費増の原因分析等、詳細な検討は以下に記載        （税抜き：円） 

業  務  分  類 

平成 28年度 

市場化テスト以

前（Ａ） 

令和２年度 

市場化テスト 

２期目（Ｂ） 

増減 

B-A 

 

文書管理支援業務 

＜市場化テスト前から削除＞ 

・次期文書管理システムの運用準備支援 

・その他 

＜第２期から削除＞ 

・成果報告書等過去分の電子化作業 

・JAXA 文書管理システム Chrome 化対応作業 

・その他 

小 計 

＜単年度換算＞ 

 

合 計＜単年度換算＞ 

 

139,320,000 

△8,148,000 

△7,070,000 

△1,078,000 

0 

0 

0 

0 

131,172,000 

＜131,172,000÷

8×12＞ 

196,758,000 

 

400,993,224 

0 

0 

0 

△13,588,000 

△6,280,000 

△3,330,000 

△3,978,000 

387,405,224 

＜387,405,224÷

24×12＞ 

193,702,612 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△3,055,388 

（1.55%） 

 

（４）選定の際の課題に対応する改善 

  本業務は、高い専門性を要する文書管理運用支援業務を内容とする特殊性から、従

来１者応札が続く状況にあった。 

  市場化テスト第２期では、調達を２件に分割するなど競争性確保のための工夫を行

い、結果的として１件は複数応札となった。 

  

（５）評価のまとめ 

経費削減効果について、約３百万円（1.55％）が認められる。 

民間事業者の改善提案について、契約提出文書の受領印廃止によりテレワークにお

いても受付処理手続きが可能となる提案など民間事業者のノウハウと創意工夫の発揮

が業務の質の向上、事業目的や政策目標の達成に貢献したものと評価できる。 

業務の実施にあたり確保されるべき達成目標として設定された質を一部達成されて

いない項目があるが、対策を継続している状況であることから一定の評価ができる。 

 

（６）今後の方針 

以上のとおり、競争性の確保において課題が認められ、本事業において良好な実施

結果を得られたと評価することは困難である。 

そのため、次期事業においては、競争性の確保について検討を加えた上で、引き続

き民間競争入札を実施することにより、民間事業者の創意工夫を活用した公共サービ

スの質の維持向上及び経費の削減を図っていく必要があるものと考える。 
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以上 
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令和3年11月5日 

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構 

 

民間競争入札実施事業 

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構／文書管理運用支援業務（案） 

 

 

Ⅰ．事業の概要 

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（以下「JAXA」という。）の文書管理運

用支援業務（以下「本業務」という。）については、「競争の導入による公共サー

ビスの改革に関する法律（平成18年法律第51号）」に基づき公共サービス改革基本

方針に従って民間競争入札を行い、令和2年10月から以下の内容にて業務を実施し

ている。 

 

１． 委託事業内容 

 【JAXA文書管理運用支援業務】 
本事業は、JAXA職員が作成または取得した、紙文書または電子ファイル（以

下、これらをまとめて「文書」という。）を全社的に蓄積・管理し、有効に活用す

るために、以下の業務を行うものである。 
・JAXA文書管理システム（以下、「JASMINE」という）（※）を使った文書の 
登録、維持管理、廃棄 
※JAXA職員及び登録した委託業者、派遣者が共通で利用する文書管理システ

ム 
 【プロジェクト技術文書管理運用支援業務】 

本事業は、JAXA職員が作成または取得した、プロジェクト技術文書の紙文書また

は電子ファイルを各プロジェクト等で蓄積・管理し、これらの文書を有効に活用する

環境を整備することによりプロジェクト等業務の効率化・確実化に資するために以

下の業務を行う。 
・プロジェクト情報管理システム（以下、「PIMS」という）（※）を使った文書 
の登録、維持管理、廃棄 

   ※利用しているプロジェクトごとにシステムを構築し、技術文書管理を行う 
システム 

２． 業務委託期間 

令和2年10月1日から令和4年9月30日（2年間） 

 

３． 受託事業者 

【JAXA文書管理運用支援業務】 

日本レコードマネジメント株式会社 

別 添 
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 【プロジェクト技術文書管理運用支援業務】 
  株式会社日本パープル 

 

４． 実施状況評価期間 

令和2年10月1日から令和3年9月30日（1年間） 

 

５． 受託事業者決定の経緯 

【JAXA文書管理運用支援業務】 

機構の「JAXA文書管理運用支援業務」における民間競争入札実施要項（令和2年4

月、以下「実施要項」という。）に基づき入札参加希望者業者1者から提出された

履行証明書について審査をした結果、満たしていた。なお、仕様書等受領者数及び

入札説明会参加者数は2者であった。 

入札価格については、令和2年7月7日に開札したところ、予定価格の範囲内での

応札であったため、日本レコードマネジメント株式会社を落札者とした。 

 【プロジェクト技術文書管理運用支援業務】 
機構の「プロジェクト技術文書管理運用支援業務」における実施要項に基づき入

札参加希望者業者２者から提出された履行証明書について審査をした結果、満たし

ていた。なお、仕様書等受領者数及び入札説明会参加者数は2者であった。 

入札価格については、令和2年7月6日に開札したところ、より安価かつ予定価格

の範囲内での応札であった株式会社日本パープルを落札者とした。 

 

Ⅱ．確保すべき質の達成状況及び評価 

民間競争入札実施要項2.7において定めた民間事業者が確保すべき質の達成状況に

対する当機構の評価は、以下のとおり。 

【JAXA文書管理運用支援業務】 
評価事項 測定指針 評価 
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(1)業務に関する

要求 

 全般 

調達仕様書 6項に定めた

作業毎の内容及び実施計

画書(調達仕様書 8.1

項）に沿って本業務を適

切に行うこと。 

実施計画書及び工程表に沿って業務が適切

に実施されたことを以下により確認した。 

・毎月提出される業務報告書、日々の報告

及び四半期に一度開催される報告会により

確認した。 

・定常業務で行われている文書の登録・維

持管理・廃棄・貸出等は、利用者の問い合

わせ対応も含め、随時適切に行われてい

る。さらに業務を見直し改善提案を行い、

機構担当者と協議の上、業務を行っていた

ことも確認できている。今回は、コロナに

よる緊急事態宣言等により原則テレワーク

による勤務体制を強いられたが、安定した

稼働を継続している。 

以上のとおり、確保されるべき質を達成

している。 

(2)文書の登録業

務 

調達仕様書 6.1.1項にあ

る文書の登録は、職員か

らの登録依頼から、職員

の記載不備等の事情がな

い場合に 1週間(営業日

で 5日間)で完了するこ

と。ただし、以下の場合

は除く。あわせて、登録

作業において文書の属性

項目が誤りなく登録され

ていること。 

・JAXAにおける文書の発

生量は職員の業務の繁忙

と連動し年度末から年度

初めにかけて特に多くな

る。このため 3月期から

5月期の依頼への対応は

1カ月(暦日)で登録を完

了する。 

・まとまった数量による

依頼及び緊急の依頼につ

いては、依頼職員とその

繁忙期と通常期、それぞれにおいてサンプ

リングを行った結果は、表１＜調達仕様書

6.1.1 項に定めた実施状況＞にも表れてい

るとおり、要求通りに登録を行っているこ

とが確認できる。 

また、年間通しての状況については、表２

＜令和 2年度 10月～令和 3年度 9月実施状

況(6.1.1項)＞の表からも分かる通り、受

付件数と登録件数がほぼ一致することか

ら、速やかに登録が行われていることが確

認できる。 

以上のとおり、確保されるべき質を達成し

ている。 
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業務上の必要性をふまえ

た登録完了期限を調整

し、その期限までに登録

を完了する。 

(3)アンケート結

果 

調達仕様書 10項（３）

満足度調査を行い、上位

2段階で 6割以上を達成

すること。また、アンケ

ートの回収率は、

JASMINE利用部署職員の

うち、8割以上とする。

ただし、利用していない

職員及び利用したことが

ないサービスは対象外と

する。 

＜アンケート結果＞ 

表３＜アンケート結果＞のとおりであり、

想定以上の満足度を得ていることがわかっ

た。 

 

 

表1＜調達仕様書6.1.1項に定めた実施状況＞ 
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表２＜令和 2 年度 10 月～令和 3 年度 9 月実施状況(6.1.1 項)＞ 

 

表３＜アンケート結果＞1 
＜満足度調査＞（対象職員：1,265名 回答：1,039名 回答率：82.1%） 

① JASMINE に登録依頼後、資料センターで登録した内容に誤りはありませんでしたか。 
満足     77.3% 

ほぼ満足   21.0% 

やや不満足  1.7% 

不満足      0% 

② 資料センターが職員向けに開催している文書管理研修の内容はわかりやすいですか。 

満足      33.3% 

ほぼ満足    62.0% 

やや不満足   4.0% 

不満足        0.7% 

③ 文書管理ルールや JASMINEの%操作等が分からなかった時、問合せへの対応は速やか

に行われましたか。 

満足       62.0% 

ほぼ満足    33.7% 

やや不満足   3.8% 

不満足      0.5% 

④ 上記 3に関して、その際の説明はわかりやすかったですか。 

満足       62.3% 
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ほぼ満足     33.1% 

やや不満足    3.2% 

不満足      1.4% 

⑤ 文書の検索依頼をした時、必要な情報は速やかに提供されましたか。 

満足        59.9% 

ほぼ満足     26.3% 

やや不満足   10.2% 

不満足       3.6% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【プロジェクト技術文書管理運用支援業務】 
評価事項 測定指針 評価 
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(1)業務に関する

要求 

 全般 

調達仕様書 6項に定めた

作業毎の内容及び実施計

画書(調達仕様書 8.1

項）に沿って本業務を適

切に行うこと。 

実施計画書及び工程表に沿って業務が適切

に実施されたことを以下により確認した。 

・毎月提出される業務報告書、日々の報告

及び四半期に一度開催される報告会により

確認した。 

・定常業務で行われている文書の登録・維

持管理等は、随時適切に行われており、お

おむね１～２営業日で登録されている。さ

らに業務を見直し改善提案を行い、機構担

当者と協議の上、業務を行っていたことも

確認できている。今回は、コロナによる緊

急事態宣言等により一定期間原則テレワー

クによる勤務体制期間があったが、PIMS業

務については、ほぼ電子化を行うことがで

き、民間事業者もテレワークを活用し、安

定した稼働を継続している。 

以上のとおり、確保されるべき質を達成

している。 

(2)新規利用部署

の獲得 

調達仕様書の別添 1-1、2

項(1)新規開設目標数と

して令和 2年度下期１部

署、令和 3年度 2部署を

設定した。 

 

 

令和 2年度下期は新規部署はなく、令和 3

年度上期で 1部署新規部署があった。令和

2年度は、業務を開始したばかりであった

ことや、テレワークを継続している部署も

多く、新規部署を獲得するためのアピール

の時間が取れなかった。令和 3年度に入

り、一部署獲得し、事前の準備・研修等も

含め、スムーズな利用開始が行えた。現

在、検討中の部署があり、アピールを継続

中である。 

(3)満足度調査 調達仕様書 10項（３）

満足度調査を行い、上位

2段階で 6割以上を達成

すること。また、アンケ

ートの回収率は、PIMS利

用部署職員のうち、8割

以上とする。ただし、利

用していない職員及び利

用したことがないサービ

スは対象外とする。 

＜アンケート結果＞ 

表４＜アンケート結果＞のとおりであり、

想定以上の満足度を得ていることがわかっ

た。 
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表４＜アンケート結果＞ 
  ＜満足度調査＞（対象職員：172名 回答：142名 回答率：82.5%） 
① 速やかに PIMSに情報を登録しましたか。 

満足    50% 

ほぼ満足  46%  

やや不満足  3% 

不満足    1% 

② 登録内容に誤りはありませんでしたか。 
満足     57% 

ほぼ満足   41%  

やや不満足  1% 

不満足       1% 

③ PIMS の操作に関する研修はわかりやすかったか。 
満足       36% 

ほぼ満足    57% 

やや不満足   3% 

不満足      4% 

④ 上記３に関して、その際の説明はわかりやすかったですか。 

満足       53% 

ほぼ満足     42% 

やや不満足    2% 

不満足      3% 

⑤ 文書の検索依頼をした時、必要な情報は速やかに提供されましたか。 

満足        45% 

ほぼ満足     51% 

やや不満足    3% 

不満足       1% 

 
Ⅲ．民間事業者からの改善提案 

【JAXA文書管理運用支援業務】 

 令和 2年 10月以降、JASMINEの運用に際して、より良い運用やサービスに関する提

案を行い、円滑に運用が行われ業務の質向上につながった。具体的には、以下のとお

りとなる。 

１）JAXAにおいて令和 2年 9月に制定された「押印／署名ガイドライン」を受け、契

約提出文書の受領印廃止について JAXA 内の方針を確認し、文書受付記録を JASMINE

で管理できるよう書誌項目「日付」に受領日を入力する運用方法の提案を受けた。

これを採用したことにより、テレワークにおいても受付処理手続きが可能となった
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ことで業務改善が図られた。 

２）民間事業者からの提案により、JASMINE に集約・蓄積している技術情報を更に拡

大しテレワーク勤務時の利便性を向上させることを目的に、紙主体で登録していた

契約提出文書の電子データや経営等の意思決定に関する会議資料等の電子データを

積極的に収集、また部署の共有ファイルサーバや Teams、メールに添付されている

職員保管の電子データについて登録促進を行うことにより、テレワークによる作業

効率が図られた。 

３）民間事業者からの提案により、30 年保管となっている成果報告書等で CD-ROMや

マイクロフィッシュ等の電子媒体変換を計画を立て行うことにより、経年劣化によ

るデータ消失等を防ぐことができるようになった。 

 

【プロジェクト技術文書管理運用支援業務】 
  令和 2年 10月以降、PIMS運用に際して、より良い運用やサービスに関する提案

を行い、運用が円滑に行われ業務の質向上につながった。具体的には、以下のとおり

となる。 

１）民間事業者からの提案により、日々の登録残の推移一覧表を活用することによ

り、毎営業日の受領と登録の推移及び過去営業日分も含めた日ごとの残数の推移の

把握が日々できることにより、業務確認が速やかにできるようになった。 

２）民間事業者からの提案により、JAXA文書管理システム（JASMINE）へのデータ伝

送する際、全ログファイルを取り込むマクロを作成し、登録成功数とエラー数を一

覧で確認できるようにした。これにより、今までエラーファイルを見つけるのに時

間を要していたが、エラーの含まれるファイルをログから抽出することが可能とな

り、JASMINE送信にかかわる業務効率化につながった。 

３）民間事業者からの提案により、新規導入時の PIMS の基本設定の手順書を作成し

た。これにより、どの業者が請け負った場合でも対応でき、個人に依存することが

なくなるため、業務効率化につながった。 

 

 
Ⅳ. 実施経費及び競争性確保の状況及び評価 

１．実施経費 

  

○従来（平成 28年 10月 1日から平成 29年 5月 31日まで 8ヶ月） 

・契 約 額：139,320,000円（税抜） 

・単年度当たり：208,980,000 円（税抜）*2 

*2 契約額 8ヶ月より算出（139,320,000 円÷8ヶ月×12ヶ月） 

 

〇今回 

【JAXA 文書管理運用支援業務】 
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（令和 2年 10月 1日から令和 4年 9月 30日まで 2年） 

・契 約 額：359,477,000円（税抜） 

・単年度当たり：179,738,500 円（税抜） 
【プロジェクト技術文書管理運用支援業務】 

（令和 2年 10月 1日から令和 4年 9月 30日まで 2年） 

・契 約 額：41,516,224円（税抜） 

・単年度当たり：20,758,112円（税抜） 

【JAXA 文書管理運用支援業務とプロジェクト技術文書管理運用支援業務】 

〇両契約を合算すると、以下の通りとなる。 

・契 約 額：400,993,224円（税抜） 

・単年度当たり：200,496,612 円（税抜） 

                          （単位：千円） 

 市場化テスト前 

 

今回対象範囲 

契約金額 139,320 400,993 

市場化テスト対象外作業

における金額（※） 

-7,070 -13,588 

小計 132,250 387,405 

単年度当たりの金額 198,375 193,702 

  ※：同じ作業内容で比較を行うため、平成 29年度から稼働している JAXA 文書管理     

システムの開発、初期運用支援作業及びその年度特有の作業（例：過去文書の電 

子化作業等）の金額を除外する。 

 

今回より、主な事業所の常駐を求めないこと及び貸出期間の長期化等の仕様見

直しを実施したが、契約相手は文書登録件数に応じた見積りを作成していること

等により、その効果を経費面から直接算出して評価することが困難である。 

 

しかし次の理由から、従来と比較し、経費が低減されたものと推測できる。 

 

・従来の文書等登録件数は単年度あたりに換算すると約13,900件となるが、今回

の文書等登録件数は単年度あたり約14,500件となり登録件数が増加している。ま

た、取扱う文書種類も増加している。 

しかし、単年度あたりの金額を比較すると、税抜き契約額で4,673,000円の低減

となっている。 

平成29年度に文書管理システムが換装され登録作業が効率化されているが、当該

効率化に伴う契約金額の削減は単年度当たり約1,617,000円と推測され、この金

額を考慮しても約3,056,000円低減していると推測される。 

・プロジェクト技術文書管理運用支援業務においては、従来事業者と新規事業者
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の2者による入札を実施し、新規事業者が落札したことから競争による経費低減

効果が働いたものと推察される。 

 

２. 競争性確保 

【JAXA文書管理運用支援業務】 

公告期間は前回72日であったところ86日間、引継ぎ期間は前回２ヵ月であったと

ころ今回は2か月半確保し、ともに十分な期間の確保に努めた。また、実施体制にお

ける運用員の常駐を要求から外し、貸出の受渡期限に関する要求について、依頼日

から起算して翌営業日から3日に変更を行った。 

【プロジェクト技術文書管理運用支援業務】 
公告期間は前回72日であったところ85日間、引継ぎ期間は前回２ヵ月であったと

ころ今回は2か月半確保し、ともに十分な期間の確保に努めた。また、実施体制にお

ける運用員の常駐を要求から外した。 

 

Ⅴ．総合評価 

確認すべき質の達成状況について、Ⅱに記載の通り本事業の実施に当たり確保す

べきサービスの質として設定された要求水準は満たしている。また、新型コロナウ

ィルス対応による原則テレワークの時期においても、安定稼働を達成したことは、

大いに評価に値する。安定稼働が可能であった要因は以下によるものである。 

・JAXA内での公文書の電子化が進み、テレワークにおいても作業することが可能 

となったこと。 

・紙媒体に関する作業をJAXA文書管理運用支援業務に集中させることで、プロ

ジェクト技術文書管理運用支援業務は、サーバー管理以外の作業がすべてテレ

ワークで実施可能となったこと。 

・JAXA文書管理運用支援業務は、一部出勤者とテレワークに分けた態勢を敷 

き、業務を縮小しつつ、継続できたこと。 

実施経費については、Ⅳにも記載の通り、経費が低減されたと推測できる。 

本業務を市場化テストの終了プロセスに照らし合わせると、以下のとおりとなる。 

① 事業実施期間中に、受託民間事業者が業務改善指示等を受けたり、業務に係る法

令違反行為等を行ったりした事実はなかった。 
② JAXA において、実施状況について外部の有識者等によるチェックを受ける仕組

み（評価委員会等）を備えている。 
③ 入札にあたっては、JAXA 文書管理運用支援業務については、資料請求が２者で

あったが応札は１者となった。今後の競争性の確保に当たっては、今回のテレワ

ーク環境で得られた業務改善を考慮し、仕様内容をさらに検討するとともに、よ

り多くの民間事業者へ入札参加を促すなど、多くの事業者が入札に参加するよう

努める。 
プロジェクト技術文書管理運用支援業務については、2 者による入札を行うこと
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ができた。 
④ 対象公共サービスの確保されるべき質に係る目標は達成されている。 

  

Ⅵ．今後の事業について 

１． 今後の競争性確保のための検討 

市場化テスト対象となった前契約（履行期間：平成29年6月～令和2年9月）での入

札においてにおいてご意見をいただき、それを反映する形で二つの契約に分割を行っ

た。さらに、実施要項への意見招請や過去の実施経費提示などの改善を講じた結果、

プロジェクト技術文書管理運用支援業務については、2者による入札を実施すること

ができた。 

一方、JAXA文書管理運用支援業務は、今まで調布・東京・相模原・筑波の事業

所に要員を常駐し、その他の離島を含める事業所については、出張等で作業を行うこ

ととしていたが、今回のコロナによるテレワークにより、常駐ではなくても柔軟に対

応することが可能だということが確認された。体制を含めた民間業者による業務改

善・工夫の余地が出てきたため、今後の入札においては、この点を踏まえ、要求内容

を検討する予定である。 

 

 

２．今後の事業 

以上のことから、改善に向けた取り組みを行い、プロジェクト技術文書管理運用

支援業務においては、従来事業者と新規事業者の2者による入札を実施することがで

き、新規事業者が落札した。 
一方、JAXA文書管理運用支援業務については、1者応札が続いており改善に向け

た取り組みを行っているものの、引き続き改善を要するような状況となっていること

から、本業務次期においても市場化テストを実施するものとする。 

 

以 上 
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